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土
木
学
会
の
動
き 

ア
メ
リ
カ
土
木
学
会
（
A
S
C
E：

A
m
erican

S
ociety

of
C
iv
il

E
n
g
in
eers

）の
年
次
大
会A

S
C
E
's

137
th
A
n
n
u
al
C
iv
il
E
n
g
in
eerin

g

C
on
feren

ce

が
10
月
31
日
〜
11
月
3

日
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
、
石

井
弓
夫
会
長
、
神
山
眞
国
際
担
当
理

事
（
東
北
工
業
大
学
）、
松
田
光
弘
事

務
局
参
事
を
は
じ
め
、
約
10
名
が
参

加
し
た
。

会
場
は
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
に

あ
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ルB

u
en
a
V
ista

P
alace

で
、
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
た
A
S

C
E
大
会
参
加
者
以
外
は
T
シ
ャ
ツ
、

短
パ
ン
の
リ
ゾ
ー
ト
仕
様
で
あ
る
。
山

手
線
内
の
面
積
の
1
・
5
倍
を
有
す

W
alt
D
isn
ey
W
orld

は
ホ
テ
ル
か

ら
至
近
距
離
に
あ
る
。

A
S
C
E
は
1
8
5
2
年
創
立
、
工

学
系
団
体
で
は
ア
メ
リ
カ
最
古
で
あ

り
、
土
木
分
野
と
建
築
構
造
分
野
の

両
方
を
含
み
、
会
員
数
は
14
万
人
を
超

え
る
。
A
S
C
E
年
次
大
会
は
、
以
前

は
J
S
C
E
の
全
国
大
会
同
様
に
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、規
模
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
の
で
、

2
0
0
5
年
以
降
、
分
野（Institution

）

ご
と
に
別
途
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
年
次
大
会

は
、
社
会
的
発
言
、
国
際
交
流
、
国
内

の
支
部
と
の
連
携
の
強
化
に
焦
点
が

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、A
S
C
E

全
体
の
年
次
大
会
の
参
加
者
は
日
本

ほ
ど
多
く
な
い
。

1
日
目（
10
月
31
日
）

大
会
1
日
目
と
2
日
目
は
国
際
関

連
行
事
が
組
ま
れ
て
い
る
。

反
汚
職
対
策
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

世
界
銀
行
や
国
際
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
連
盟（
F
I
D
I
C
）か

ら
、
汚
職
の
現
状
と
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
発
表
が
な
さ
れ
た
。

昼
食
時
に
は
、パ
ナ
マ
運
河
公
社
か

ら
、パ
ナ
マ
運
河
の
拡
幅
計
画
に
関
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

中
東
の
国
際
河
川
問
題
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、ヨ
ル
ダ
ン
川
関
連
の
水
資
源

問
題
が
中
心
に
議
論
さ
れ
た
。
A
S
C

E
は
レ
バ
ノ
ン
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
学
会

と
も
協
力
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
難
し
い
政
治
問
題
を
有
す
る
こ

の
地
域
の
話
題
を
採
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
。

夜
に
開
催
さ
れ

た
国
際
晩
餐
会

は
、
世
界
各
国

か
ら
20
ヶ
国
が

参
加
す
る
仮
装

パ
ー
テ
ィ
と
な
っ

た
。
A
S
C
E
毎

年
恒
例
の
演
芸

大
会
で
、J
S
C

E
代
表
団
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
は
、

松
田
事
務
局
参

事
が
担
当
。
ち

ょ
ん
ま
げ
の
カ
ツ

ラ
を
着
用
し（
写

真
1
）、国
際
円
卓

会
議
の
テ
ー
マ
で

あ
るW

ater
In
frastru

ctu
re

に
ち

な
ん
で
「
ゴ
ム
ホ
ー
ス
ホ
ル
ン
」
を
演
奏

し
つ
つ
、
日
本
語
と
英
語
で
ス
キ
ヤ
キ

ソ
ン
グ（
上
を
向
い
て
歩
こ
う
）
を
熱

唱
し
た
。
審
査
の
結
果
、J
S
C
E
代

表
団
は
見
事
全
米
第
一
位
に
輝
き
、

そ
の
存
在
を
世
界
各
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
た（
写
真
2
）
。

2
日
目（
11
月
1
日
）

〝B
u
ild
in
g
W
aterIn

frastru
ctu
re

for
S
u
stain

ab
le
D
ev
elop
m
en
t-

In
n
ov
ativ
e
P
artn
ersh

ip
s

〞を
テ
ー

マ
と
し
て
、国
際
円
卓
会
議
が
行
わ
れ

た
。
石
井
会
長
は
「
日
本
の
治
水
の
歴

史
と
総
合
治
水
」
に
つ
い
て
発
表
し
た

（
写
真
3
）
。
こ
の
ほ
か
、
数
団
体
か
ら
の

発
表
が
あ
っ
た
。
会
議
全
体
と
し
て

は
、
話
題
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
、
発
表

者
の
話
題
が
発
散
し
、
な
か
な
か
具

体
的
な
議
論
に
進
展
し
な
い
。
テ
ー
マ

の
選
定
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術

な
ど
、
会
議
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は

一
考
を
要
す
る
と
感
じ
た
。

国
際
関
連
行
事
の
最
後
と
な
る
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
田
端
竹
千
穂
会
員
が
、
関
西
空
港

第
二
期
事
業
に
伴
う
環
境
ア
セ
ス
メ

ア
メ
リ
カ
土
木
学
会（
A
S
C
E
）年
次
大
会
参
加
報
告

協
定
学
協
会

松
田
光
弘
（
正
会
員
　
土
木
学
会
事
務
局
）

写真1
カツラのサムライ2人
（Jorge Padilla 前国
際コンサルティング
エンジニア連盟会長
と石井会長。左下は
フィリピン土木学会
次期会長のWilly T.
Go氏）

写真2 国際晩餐会・演芸大賞受賞後、各国代表と
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土
木
学
会
の
動
き 

ン
ト
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
良
好
な
海
中
環

境
の
創
出
な
ど
に
関
す
る
発
表
を
行

っ
た（
写
真
4
）
。
聴
衆
全
員
に
詳
細
な

資
料
が
配
布
さ
れ
、
事
業
に
対
す
る

理
解
が
進
ん
だ
と
感
じ
た
。

A
S
C
E
国
内
向
け
の
行
事
の
最
初

は
C
E
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
の
破
堤
原
因
や
ボ
ス
ト
ン

道
路
地
下
化（B

IG
D
IG

）に
お
け
る

天
井
崩
落
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
と
討

論
が
あ
り
、こ
れ
ら
に
関
し
て
技
術
者

の
知
識
、ス
キ
ル
、
倫
理
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

土
木
技
術
者
は
も
っ
と
社
会
的
に
発

言
す
べ
き
だ（S

p
eak
ou
t

）と
強
調
さ

れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

夜
のIce

B
reaker

R
eception

は
、

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
服
装
で
参

加
す
る
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ
た

が
、
突
然
そ
う
言
わ
れ
て
も
…
。
学
生

も
多
数
参
加
し
、
誰
で
も
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
陽
気

だ
。

3
日
目（
11
月
2
日
）

こ
の
日
に
よ
う
や
く
大
会
の
開
会

式
が
あ
り
、
続
い
て
都
市
計
画
、
交

通
、フ
ロ
リ
ダ
の
湿
地
環
境
、
宇
宙
開

発
な
ど
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、N
A
S
A
の
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
局
長
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
秀
逸
。
ア
メ
リ
カ

の
お
家
芸
と
も
い
え
る
宇
宙
開
発
の

概
要
に
つ
い
て
、
笑
い
も
随
所
に
交
え

て
話
を
進
め
、
聴
衆
を
引
き
込
ん
だ

（
写
真
5
）
。

4
日
目（
11
月
3
日
）

A
n
n
u
al
B
u
sin
ess
M
eetin

g

は

J
S
C
E
総
会
に

相
当
す
る
よ
う
な

会
議
で
あ
る
。
会

長
の
挨
拶
に
続

き
、
理
事
、
各
支

部
長
、
協
定
締
結

外
国
学
会
代
表
な

ど
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
70
あ
る
A
S

C
E
と
の
協
定
締

結
外
国
学
会
の
う

ち
約
20
ヶ
国
か
ら

の
代
表
が
2
日
目

ま
で
の
国
際
関
連

行
事
に
出
席
し
て

い
た
が
、
こ
の
紹

介
で
起
立
し
て
挨

拶
し
た
の
は
J
S

C
E
と
エ
ジ
プ
ト
学
会
だ
け
で
あ
っ

た
。
A
S
C
E
に
対
す
る
礼
は
尽
く
せ

た
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、Patrick

J.
N
atale

専
務

理
事
よ
り
1
年
間
の
A
S
C
E
の
活
動

報
告
が
な
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
の
多

数
の
映
像
に
始
ま
り
、ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

の
橋
梁
崩
落
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
、
議

会
へ
の
働
き
か
け
、
国
際
活
動
な
ど
多

岐
に
及
ぶ
内
容
で
あ
っ
た
。

続
く
表
彰
式
で
は
、J
S
C
E
英
国

分

会

長
の
曽

我

健

一

会

員

（C
am
b
rid
g
e

大
教
授：

地
盤
工
学
）

が
〝

W
alter

L
.
H
u
b
er
C
iv
il

E
n
g
in
eerin

g
R
esearch

P
rize

〞

で
の
表
彰
を
受
け
た（
写
真
6
）
。

D
av
id
G
.
M
on
g
an

新
会
長
（
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
、W

h
itn
ey
,B
ailey

,

C
ox
&
M
ag
n
an
iL
L
C

社
長
）は
、就

任
演
説
に
お
い
て
、
女
性
技
術
者
や
若

手
技
術
者
の
増
加
・
育
成
、
子
ど
も
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
貢

献
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
更
新
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結

集
し
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

A
S
C
E
の
2
0
2
5
年
ビ
ジ
ョ
ン
が

実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
力
強
く
述

べ
た
。
新
会
長
と
専
務
理
事
の
ス
ピ
ー

チ
は
、J
S
C
E
の
今
後
の
活
動
に
と

っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ス
ピ
ー
チ
映
像
は
、A
S
C

E
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

る（h
ttp
://w

w
w
.asce.org

/

）。
ま

た
、A
S
C
E
次
期
会
長D

.
W
ay
n
e

K
lo
tz

氏
（
テ
キ
サ
ス
州
、K

lo
tz

A
ssociates

In
c.

社
長
）
の
紹
介
も

な
さ
れ
た（
写
真
7
）
。

大
会
に
フ
ル
参
加
し
た
意
義
を
確

認
し
つ
つ
、
帰
途
に
つ
い
た
。

写真7 右：David G. Mongan新会長、左：
D.Wayne Klotz次期会長（Photo：
Courtesy of David Hathcox）

写真6 Walter L. Huber Civil Engineering
Research Prize受賞後の曽我健一
会員と神山眞理事

写真4 関西空港第二期事業に関する
田端会員の発表

写真5 宇宙開発に関するプレゼンテ
ーション（NASA：Russell R.
Romanella氏）

写真3 国際円卓会議で発表する石井会長


